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演習問題
■次の文章の（　）に入る適切な語句を答えなさい。
①歳をとることで必然的に出現する身体および精神の不可連的な変化が、加齢と（　　　　　）である。
➁老化に伴う心身の機能低下には、（　　　　　　　　）と病的老化がある。
➂新しいことに創造的に適応する知能を（　　　　　　）といい、20代をピークに衰え始める。
➃長年にわたり積み重ねて習得し続けた知能を（　　　　　　）といい、高齢期になっても容易には衰えない。
➄成年者には認められない、老化に伴いながら出現するさまざまな心身の症候群を（　　　　　　　）とよぶ。
➅身体をまったく動かせずに寝たきりの状態が長く続くと、四肢の筋力が弱ったり、筋肉が萎縮することで関節の可動域を制限する拘縮が起こったり、（　　　　　　　　）に陥る。
➆脳血管障害による言語障害には、他人の話す内容は理解できても言葉を発せない（　　　　）と自分で言葉を話せても他人の話す内容を理解できない（　　　　　　　）がある。
➇（　　　　　　　　 ）は、ドバミン（脳内の神経伝達物質のひとつ）を産生する中脳に異常が起こり、ドバミンが減少して起こる進行性の神経変性疾患である。
➈種々の原因で水晶体が混濁し、進行すると視力障害を起こす疾患を（　　　　　）内圧が上昇して、網膜や視神経が障害される疾患を（　　　　　　）という。
➉難聴は、外耳から中耳の障害（耳垢や中耳炎など）で起こる（　　　　　　　）と、内耳より中枢部位の障害で起こる（　　　　　　　）がある。
